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寂
光
塔
（
永
代
供
養
墓
地
） 

一
人
暮
ら
し
の
方
、
お
墓
継
承
に
お
悩 

み
の
方
、
お
寺
が
永
代
に
わ
た
り
供
養 

い
た
し
ま
す
。 

寂光塔（永代供養合同墓所） 
動物供養塔（ペットのお墓） 

 

 

動
物
供
養
塔
（
ペ
ッ
ト
墓
地
） 

動
物
の
お
骨
を
埋
葬
い
た
し
ま
す
。 

檀
家
さ
ん
以
外
で
も
納
骨
供
養
で
き 

ま
す
。 

 

 

三
遊
亭
鳳
楽
独
演
会 

十
月
六
日
午
後
五
時
開
演 

 

第
十
五
回
目
と
な
る
三
遊
亭
鳳
楽
師

匠
に
よ
る
独
演
会
で
す
。
師
匠
の
本
格

落
語
を
聴
き
に
毎
年
三
百
名
を
超
え
る

人
が
集
ま
り
ま
す
。
ま
だ
一
度
も
来
ら

れ
て
な
い
方
も
ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い
。 

 

 

秋
の
仏
教
講
演
会 

 

 

〈
お
願
い
と
お
知
ら
せ
〉 

▼
お
盆
を
迎
え
ま
す
。
お
墓
に
お
供
え
の

お
菓
子
、
果
物
、
口
を
開
け
た
ワ
ン
カ

ッ
プ
、
日
本
酒
の
瓶
、
ジ
ュ
ー
ス
の
缶
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
は
す
ず
め
蜂
が
よ
っ

て
き
て
危
険
で
す
の
で
お
供
え
し
て
お

参
り
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
お
持
ち
帰
り
く

だ
さ
い
。 

▼
墓
掃
除
で
使
用
し
た
雑
巾
、
手
袋
、
お

花
を
包
む
ビ
ニ
ー
ル
類
は
各
自
持
っ
て

帰
り
自
宅
で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。
自
然

の
ゴ
ミ
の
山
に
は
投
げ
な
い
で
く
だ
さ

い
。 

▼
古
塔
婆
入
れ
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。
古

く
な
っ
た
塔
婆
の
処
分
は
古
塔
婆
入
れ

へ
お
願
い
し
ま
す
。
各
地
域
の
墓
地
の

塔
婆
も
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

 

▼
今
年
も
落
語
会
（
十
月
六
日
）
、
講
演

会
（
十
月
十
二
日
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ど
ち
ら
も
盛
況
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。 

▼
携
帯
電
話
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
主

流
で
す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
詳
細
ご
覧
下
さ
い
。 

▼
写
経
会
は
都
合
に
よ
り
八
月
は
第
一

日
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。
般
若
心
経
の
書

か
れ
た
台
紙
を
下
に
お
い
て
書
き
写
し

ま
す
。
筆
ペ
ン
で
な
く
て
も
鉛
筆
で
も

可
で
す
。
概
ね
一
時
間
で
終
了
し
ま
す
。 

写
経
の
修
行
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

＊詳細は別紙をご覧下さい 

 

期
日 

十
月
十
二
日
（
土
） 

 

時
間 

午
後
一
時
三
十
分
よ
り 

 

会
場 

広
厳
寺 

 

講
師 

丸
子
孝
法
師 

 

会
費 

五
百
円 

 

主
催 

胎
内
市
曹
洞
宗
寺
院 

 

共
催 

胎
内
市
仏
教
連
合
会 

＊
八
月
よ
り
最
寄
り
の
曹
洞
宗
寺
院

及
び
仏
教
連
合
会
寺
院
に
て
発
売

し
ま
す
。 

 

村
上
市
門
前
・
耕
雲
寺
開
山
忌 

九
月
六
・
七
日
、
本
寺
で
あ
る
耕
雲

寺
様
で
は
例
年
の
如
く
開
山
忌
を
修

行
す
る
。
主
に
関
東
、
東
北
、
北
信
に

末
寺
を
持
ち
、
そ
の
寺
院
数
は
八
十
ヶ

寺
を
数
え
る
。
因
み
に
当
寺
は
耕
雲
寺

十
六
世
と
な
る
海
応
寿
山
大
和
尚
が

開
山
と
な
っ
て
い
る
。 

 


